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｢･ ･ ･～前略一･ ･ ･｡また,学習上の特性としてBt,学習によって得た知識や技能が断片的に

なりやすく,実際の生活の場で応用されにくいことや,成功経験が少ないことなどにより,主体的に

活動に･ ･～後略一･ ･ ･｣

御存知のように,私たち知的障害のある子どもの教育に携わっている教員が,必ず目にする｢盲学

校,聾学校及び養護学校学習指導要領解説一各教科,道徳及び特別活動編-｣の一節である｡

従来,これらを補うための手段の一つとして｢領域･教科を合わせた指導｣管,様々な指導の形態

を通して私たちは｢授業で勝負｣してきた｡そして, 4年前の公開研究会では子ども自身はもとより,

保護者や教師の願い等をきっちりと受け止め,教育的ニーズを的確に押さえた｢個別の指導計画｣に

基づく授業づくりの在り方を,その成果と共に提案した｡

それでもやはり,生活-の応用が十分でなく子どもたちには苦戦している状況がある｡

そこで, 2年前の公開研究会では｢子どもの生活をつなぐ支援体制づくり｣に取り組み,一人一人

の子どもの｢応用｣のための協力者のネットワークを作ることで, ｢個別の教育支援計画｣が実効性

のあるものになることを提案した｡

そして,ようやくたどり着いたのが今回の研究である｡今回のテーマ｢自分のよさやもてる力を発

揮する子どもを目指した授業づくり｣は,まさに特別支援教育の時代となった現在の授業づくりの在

り方を問うものである｡同じ｢授業づくり｣でも4年前にはなかった｢支援体制｣がそこにある｡こ

の2年間,本校の教師たちは,ただひたすらにこの何のてらいもない当たり前のテーマに向かって,

様々な支援者との連携の下に,地道な踏ん張りで協働作業を繰り返してきた｡

前回の研究もそうであったが,ありがたいことに,今回も鹿児島大学の教員や学生,福祉･労働機

関や医療機関の方々,ボランティアの方々,そして子どもの生活圏にあってかかわってくださる様々

な方々の献身的な協力を得た｡

今回の｢授業づくり｣の研究をもって,この4年間の｢支援体制｣に基づく実践研究は一応の区切

りをつけるが,実践に基づく検証という点ではまだまだ十分でなく,多くの課題を抱えている｡今後

の本校の実践研究の充実のために,多くの方々から忌慨のない御批判,御教示等賜りたい｡

また,今回は,障害のある子どもたち若しくは大人の方々とのかかわりの中で,彼らの人生をより

豊かなものにするために様々な分野のそれぞれの立場で御活躍いただいている方々から,ポスター発

表のかたちではあるが,きわめて良質の実践例を御提供いただき,わたしたちの公開研究会に彩りを

添えていただいた｡心から感謝申し上げたい｡

最後になりましたが,今回の研究に際し御後援をいただいた鹿児島県教育委員会,鹿児島市教育委

員会,また,研究推進のために懇切に御指導くださった釘圃雅司先生(鹿児島県教育庁義務教育課指

導主事),岩本伸一先生(鹿姫島県総合教育センター特別支援教育研修課係長),五反田勝先生(鹿

児島県総合教育センター研究主事),清原浩先生(鹿児島大学教育学部障害蒐教育学科教授),内田

芳夫先生(鹿姫島大学教育学部障害児教育学科教授),雲井未歓先生(鹿児島大学教育学部障害児教

育学科助教授)に深く感謝の憲を表します｡

平成19年2月2日　　　　副校長　宮　内　英　光
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